
「 おおいた教育の日」 エッ セー

　 春の朝、 別府の街は白い湯けむり にそっ と 包ま れていた。 商店街の細い路地を 歩く と 、 硫黄の香り がか

すかに鼻を く すぐ り 、別府湾から 吹く 潮風が頬を 撫でる 。 観光客のはし ゃぐ 声と 、地元の人の「 いっ てら っ

し ゃい」 が入り 混じ り 、 私は胸の奥がじ んわり と 温ま る のを 感じ た。 生ま れ育っ たこ の街を 、 私は長い間

「 特別」だと は思っ たこ と がなかっ た。 温泉と 観光客で賑わう 町。 ほんのそれだけ。「 ど こ にでも ある 風景」

と 、 幼い私は思い込んでいた。

　 そんな私の気持ちが変わっ たのは、 中学三年の冬だっ た。 学校帰り 、 駅前の手湯で冷えた手を 温めてい

る と 、 外国人観光客に道を 尋ねら れた。 一瞬、 緊張で言葉が出なかっ た。 だけど 勇気を 出し 、 身振り 手振

り を 交えながら 少し ずつ英語で道を 説明し た。 つたない言葉だっ たけれど 、 観光客は目を 輝かせて笑顔で

何度も お礼を 言っ てく れた。 その笑顔を 見た瞬間、 私ははっ と し た。 別府の魅力は、 湯けむり や温泉だけ

じ ゃない。 見知ら ぬ人にさ え、 自然と 手を 差し 伸べる こ の街の人の優し さ こ そが、 別府を 特別にし ている

のだと 。

　 思い返せば、 そんな温かさ に触れた場面は何度も あっ た 。 夏祭り の夜、 浴衣姿の人々が商店街に集ま

り 、 知ら ない者同士が笑顔で話す風景。 子ど も たちのはし ゃぐ 声が提灯の光に照ら さ れ、 ま る で町全体が

微笑んでいる かのよ う だっ た。 台風で停電し た夜、 暗闇の中で近所の人がろ う そく を 持ち寄り 、 お互いの

家を 行き 来し ながら 助け合っ た日々。 わずかな光に照ら さ れながら 見知ら ぬ人の優し さ が心に深く 染み

渡っ たこ と を 覚えている 。 学校で悩んでいた時、 そっ と 背中を さ すっ たク ラ ス メ イ ト の姿。 その小さ な行

動は、 私にと っ て大き な気づき だっ た。 優し さ は特別なこ と ではなく 、 日常の何気ない瞬間にこ そ宿る の

だ、 と 。

　 その一つひと つが、 私の心に優し さ の種を ま いていたのかも し れない。 そし ていつし か困っ ている 観光

客に気づけば、 自然と 声を かける よ う になっ ていた。 手を 差し 伸べる こ と の温かさ を 、 自分自身で実感し

た瞬間でも あっ た。 別府と いう 街そのも のが私を 優し さ のある 人間へと 導いてく れたのだと 、 今なら 言え

る 。

　 別府の湯けむり は、 ただの水蒸気ではない。 そこ には人と 人と が繋がり 、 心を 温め合う 優し さ が詰ま っ

ている 。 こ の街の空気には、 不思議な温も り がある 。 それは、 こ こ に住む人たちの想いが染み込んでいる

から だ。

　 高校生になっ た今、 私はよ く 自分に問いかける 。

「 ど んな大人になり たい？」

「 ど んなふる さ と であっ てほし い？」

　 私はこ う 答える 。 人の心に寄り 添い、 誰かを 笑顔にでき る 大人になり たい。 そし て、 観光と 地元が支え

合い、 誰も が「 帰り たい」 と 思える 別府を 未来へ繋げたい。 観光客にと っ ても 住む人にと っ ても 、 こ こ が

心から の「 居場所」 であり 続ける よ う に。 湯けむり の向こ う に、 そんな別府の未来を 私は描いている 。

　 き っ と 私は、 こ の街を 一度離れる だろ う 。 新し い場所で挑戦し 、 悩み、 時には涙を 流す日も ある かも し

れない。 し かし 、 そんな時こ そ思い出すだろ う 。 別府の商店街の賑わい、 別府湾のき ら めき 、 そし て迎え

てく れる 人々の「 おかえり なさ い」 の声。 こ の街が私を 育ててく れたよ う に、 今度は私がこ の街を 支える

番だ。 湯けむり はただの水蒸気ではない。 それは、 こ の街で交わさ れた無数の笑顔と 優し さ の象徴だ。 だ

から 私は胸を 張っ て言いたい。 ──

「 私は別府の人間です。 そし て、 こ の街の未来を 繋ぐ 人間です。」
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